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経済学部・堀ゼミ3年生がお薦めする「経営者が書いた本」（4） 

悪しき思いに終止符を 

 

「どんな時も明るい未来を信じて生きていける人」これが私の名前の意味です。私は自分に最も合っていない名前だと思い嫌いでした。何故かと言うと、

私は予てから自分の人生を恨んでいることが多かったのです。何かあれば、私の人生なんてこんなものだ、どうして私だけいつも不幸なのだ、と悲劇のヒ

ロインぶりの考え方でこの二十年間生きてきたのです。高校までは友達もいない、家では毎日のように母親とのけんか、ひどい時期は手を何度も出しまし

た。そんなことをしてしまう私を生んだ母親が、許せなかったのです。 

そんな私に昨年転機がありました。不遇が重なりこの世を毎度のごとく恨み、人をより強く嫌いになったので、単身海外に逃避行をしました。今度こそ、

私は一人で何もかもうまくやってみせる！と気負いこんだのはいいのですが、そこは海外。自分一人では何も出来ないことが身に沁みてわかったのです。

そして、親、特に母に対して感謝し、謝り手紙をたくさん書きました。その日以来些細なことにも人に感謝が出来るようになりました。 

そして私はゼミを通してこの本に出会いました。この本の著者は、京セラこと京都セラミックの稲盛和夫さんです。彼もまた、青年期から何度も挫折の

経験がありました。しかし彼と私の大きな違いは、そんな逆境の時でも前向きに努力し、応援してくれた人、何かを気付かせてくれた人々に感謝をしてい

るのです。 

彼はこう述べています。「現実には逃げようと思っても逃げられないことの方が多いのです。不運であろうとも、不遇であろうとも、それに耐えて明るく

前向きに努力を続けるのが人生です。」 

私も本を読んでつくづくそう思いました。これからも、きっと不運や不遇なことが起こるでしょう。しかしそれに屈することなく、明るく未来を信じ、

一日を一生懸命生きることが大切だと、この本を読んで改めて思いました。そして、いつの日も人に感謝する心を忘れてはいけないと、強く心に留めてお

きたいです。 

最後に、彼の尊敬する中村天風さんの言葉を書きたいと思います。 

「今はどんな逆境や不幸に遭遇しても、あなたの未来には輝くような幸運が待っています。それを得ることができるかどうかはあなたの心次第です。自

分の未来には輝くようなすばらしい未来が待ち受けていることを信じなさい。そして、人を恨んだり、妬んだり、世の中を拗ねたり、そういう暗い思いは

一切持ってはなりません。明るく自分の人生を見つめなさい。」 

 今、私は自分の名前が大好きです！そして母とも仲良くなりました。 

もし、自分だけどうして不幸なのだ、将来が不安だという人がいたら、読んでみてください。不安を取り除くことよりも、未来を信じる自分になってみ

ませんか。              （評者：神谷 未来） 

 


